
道内最大の電力消費地・札幌 

この夏、猛暑になると電力が不足。 
停電になる可能性も。 

そうした事態を避けるためには、市民・企業・市が一緒になって 
2010年度の最大電力比7％以上の節電に取り組むことが必要です。 

 みんなで取り組む 
札幌の節電 

札幌の電力事情 

この特集に関するお問い合わせは　 
環境計画課�211-2877

北海道の人口の約3割
が住み、経済の中心地
である札幌の消費電力
量は、道内全体の約3分
の1を占めています。 

その他市町村 

札幌市 

家庭用37億 

業務用 
58億 

市有施設 
7億 228億 

95億 道 
323億 

単位：kWh／年 

安定して供給 
できる電力 
470万kW

2010年度（猛暑の1日） 
最大電力実績 
506万kW

不足分 

震災の影響で、6月末現在、
国内の全ての原子力発
電所が停止しています。
北海道電力によると、こ
の夏に安定して供給でき
る電力は470万kW。2010
年並みの猛暑になると、
電力需要が供給を上回り、
停電が起こる可能性があ
ります。そのため、北海道
電力は市に対し、電力消費が増える7/23（月）～9/14（金）
の間の節電を要請しました。 

2010年度の需要実績との比較 

さっぽろの未来を明るくするために。 

節電します。 

札幌市長として、一人の市民として、 

皆さんにお伝えしたいことがあり、こうしてペンを執りました。 

 

この夏、北海道でも電力不足が懸念されています。 

 

すでに札幌市では、様々な節電に取り組んでいますが、 

市民の皆さんにも「節電をお願いします」という前に、 

まずはわたし自身の、考えをお伝えしたかったのです。 

 

今、わたしたちは大量のエネルギーに支えられ、 

豊かな生活を送っています。 

一方でそのことが、環境に様々な影響を 

及ぼしていることもまた事実です。 

 

みんなが安心して暮らしていける札幌にするためには、 

安全・安心なエネルギーへの転換を進めていかなくてはなりません。 

 

そして子どもたちに、この美しい札幌の街を残していくことは、 

わたしたち大人の責務ではないでしょうか。 

 

日々の生活にムダや浪費はないか。 

さらに工夫する余地はないのか。 

未来を想い、自分の生活を見つめ直し、行動に移す。 

その積み重ねは、社会を動かす大きな力となるはずです。 

 

わたしは今、この想いで宣言します。 

さっぽろの未来を明るくするために、 

札幌市長 

不足分：7%不足分：約7%

目指して 
7％節電を 
2010年度最大電力比 

札幌市の消費電力量と 
その内訳（2010年度） 

電化製品が使えなくなるだけでなく、信号機や医療
機器の停止、マンションによっては電動のポンプが
止まることによる給水の停止など、私たちの日常生
活に大きな影響を及ぼします。 

停電が起こると
...

10,903kW

9.7％の節電 

4,091kW

3.6％の節電 


